
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

館山市の公共施設に関する市民アンケート 

－ 将来的な公共施設のあり方について“皆さまの声”をお聞かせください － 

市民の皆さまには、日頃から市政運営に対するご理解とご協力をいただき、

心よりお礼申し上げます。 

このアンケートは、更なる人口減少社会を見据え、今後の公共施設のあり方

（施設の更新、長寿命化、統廃合など）を定める計画づくりに反映するため、

行うものです。 

お忙しいなか誠に恐縮ではございますが、ご協力くださいますよう、お願い

いたします。 

 

 

● 抽出条件 2,000 人無作為抽出（平成２８年６月 1 日時点で 18 歳以上） 

● すべての設問に回答をお願いします。 

● 封筒の宛名に表示のあるご本人による記入をお願いします。ただし、事情により

記入が難しい場合には、ご家族の方が回答していただいても構いません。 

● 住所・氏名の記入は不要です。個人が特定されることはありません。  

● 回答は、統計データの作成のみに使用いたします。 

 

 

 

●  同封の返信用封筒に入れ、平成２８年８月２２日（月）までに、郵便ポスト

へ投函してください。 

● 返信用封筒は切手不要です。また、返信用封筒に氏名・住所などを記入する必要

はありません。 

 【 問合せ先 】 館山市 総務部 行革財政課 電話 0470‐22‐3235 

 

 

 

 

記入にあたって 

調査票の返送方法 

 

 

● 館山市の公共施設のうち、建設から３０年以上経過した施設が全体の約８割とな

り、今後は、施設の建替えや大規模改修などに多額の費用が必要となります。 

● 館山市の将来人口は、約 47,500 人（平成 27 年）から約 38,000 人（平成 47 年）

と、約２割の減少が予測され、少子高齢化による、福祉・医療費の増加、税収減少

など厳しい財政状況となることも予想されています。 

このような現状を踏まえ、館山市では平成２８年度中に、今後の公共施設のあり方

を定める『館山市公共施設等総合管理計画』を策定いたします。 

調査の背景及び目的 



 

 

 

 

 

 

【問１】 性別について 

 

 

 

【問２】 年齢区分について 

 

 

 

 

 

【問３】 家族構成について 

 

 

 

 

 

【問４】 お住まいの地区について 

 

 

 

 

 

【問５】 職業について 

 

 

 

 

 

【問６】 館山市での居住年数について 

 

 

 

 

１ あなたご自身について教えてください 

※ 各設問の当てはまる番号に○をつけてください  

 

１ 男性          ２ 女性 

１ １８～２９歳     ２ ３０～３９歳     ３ ４０～４９歳 

４ ５０～５９歳     ５ ６０～６９歳     ６ ７０歳以上 

１ 船形    ２ 那古   ３ 北条   ４ 館山  ５ 西岬 

６ 神戸    ７ 富崎   ８ 豊房   ９ 館野  10 九重 

 

 

１ 勤め人（会社員、公務員など） ２ パート・アルバイト・派遣職員など 

３ 自営業  ４ 家事専業  ５ 学生  ６ 無職  ７ その他（      ） 

１ ５年未満      ２ 5 年～10 年未満   ３ 10 年～20 年未満 

４ 20 年～30 年未満  ５ ３０年以上 

      アンケート調査票 （設問は全部で１４問です） 

１ ひとり暮らし        ２ 夫婦のみ   ３ 親と子（二世代） 

４ 祖父母と親と子（三世代） ５ その他（            ） 



 

 

 

 

 

【問７－１】 『あなたとあなたのご家族』は、過去 1 年間で公共施設

をどのくらい利用しましたか。 

 

施設名称（場所等） 

問 7-1 利用頻度（１つ選択）  

週
に
数
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度 
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用
し
て
い
な
い 

 

【 記入例 】 １ ２ ３ ④ ⇒ 

１ コミュニティセンター（北条） １ ２ ３ ４ ⇒ 

２ 元気な広場（北条） １ ２ ３ ４ ⇒ 

３ 各地区公民館（各地区） １ ２ ３ ４ ⇒ 

４ 若潮ホール（船形）・豊津ホール（宮城） 

菜の花ホール（北条：図書館脇） 
１ ２ ３ ４ ⇒ 

５ 老人福祉センター（湊／出野尾地区） １ ２ ３ ４ ⇒ 

６ 運動場（正木／出野尾地区） １ ２ ３ ４ ⇒ 

７ 体育館（第一中学校敷地内／第二中学

校敷地内／西岬公民館脇） 
１ ２ ３ ４ ⇒ 

８ プール（湊：温水／宮城：50ｍ） １ ２ ３ ４ ⇒ 

９ 図書館 １ ２ ３ ４ ⇒ 

10 博物館（館山城／城山公園内本館） １ ２ ３ ４ ⇒ 

11 “渚の駅”たてやま（新井海岸脇） １ ２ ３ ４ ⇒ 

12 都市公園（城山公園／中央公園／沖ノ

島公園／根岸公園／中村公園など） 
１ ２ ３ ４ ⇒ 

２ 『あなたとあなたのご家族』は、 

市の公共施設をどのくらい利用していますか？ 

※ 不特定の市民が、自由に利用することが可能な施設を対象としています  



 

【問７－２】 問７－１で『３の「年に数回程度」又は４の「利用して

いない」』を選択された方に伺います。施設を利用しなかった理由として、

次の中から当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

施設名称 

 

 

 

（注）左記施設で 

  「３ 年に数回程度」 

「４ 利用していない」 

 を選択された方のみ 

 ご記入ください 

問 7-2 利用頻度が少ない理由 

（あてはまるもの全てに○） 
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⇒ 【 記入例 】 ① ２ ３ ４ ⑤ 

⇒ １ コミュニティセンター １ ２ ３ ４ ５ 

⇒ ２ 元気な広場 １ ２ ３ ４ ５ 

⇒ ３ 各地区公民館 １ ２ ３ ４ ５ 

⇒ 
４ 若潮ホール・豊津ホール 

菜の花ホール 
１ ２ ３ ４ ５ 

⇒ ５ 老人福祉センター １ ２ ３ ４ ５ 

⇒ ６ 運動場 １ ２ ３ ４ ５ 

⇒ ７ 体育館 １ ２ ３ ４ ５ 

⇒ ８ プール １ ２ ３ ４ ５ 

⇒ ９ 図書館 １ ２ ３ ４ ５ 

⇒ 10 博物館 １ ２ ３ ４ ５ 

⇒ 11 “渚の駅”たてやま １ ２ ３ ４ ５ 

⇒ 12 都市公園 １ ２ ３ ４ ５ 



 

 

 

【問８】 館山市の公共施設の数や規模は、他の市町村に比べて充実し

ていると思いますか。あなたの考えにもっとも近い番号を１つ選んで数

字に○をつけてください。 

 

施設分類（具体名） 

いずれか１つ選択 

充
実
・
や
や
充
実
し
て
い
る 
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っ
て
い
る
・
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や
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【 記入例 】 １ ② ３ ４ 

学校教育施設（小学校・中学校） １ ２ ３ ４ 

子育て支援施設 

（幼稚園・保育園・こども園、元気な広場） 
１ ２ ３ ４ 

地域コミュニティ施設 

（コミュニティセンター・地区公民館など） 
１ ２ ３ ４ 

高齢者福祉施設（老人福祉センター） １ ２ ３ ４ 

スポーツ施設（運動場・体育館・プール施設） １ ２ ３ ４ 

文化・レクリエーション施設 

（図書館・博物館・館山城・“渚の駅”たてやま） 
１ ２ ３ ４ 

公園施設 

（城山公園・中央公園・沖ノ島公園など） 
１ ２ ３ ４ 

３ 市の公共施設の現状について伺います 

 



 

 

 

【問９】 公共施設の全体的な考えについて伺います。 

現状で、建設から３０年以上経過している市の公共施設は、全体の約８

割となり、近い将来それらの更新（改修・建替）に多くの費用が必要に

なるとともに、少子高齢化や人口減少により、これまで以上に厳しい財

政状況を迎えていくことが予測されています。 

あなたは、今後の公共施設の全体的な総量（施設数・規模）について、

どのようにしていくべきだと思いますか。あなたの考えにもっとも近い

番号を１つ選んで数字に○をつけてください。 

 

１ 施設数や規模を増やし、行政サービスの充実を図るべき 

２ 現状の公共施設は、今までどおり維持すべき 

３ 将来人口や税収規模に見合った量まで、段階的に削減すべき 

４ 今すぐに施設数を削減すべき 

５ わからない 

６ その他の意見 

（                 ） 

 

 

 

 

 

 

【問１０】 問９にて『１施設を増やす』又は『２維持すべき』を選択

した方にのみ伺います。 

限られた財源のなかで、施設を増加又は維持させるため、どのような取

組みをすべきだと思いますか。あてはまる番号をそれぞれ１つだけ選び、

数字に○をつけてください。 

 

 

４ 今後の公共施設のあり方について伺います 
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【 記入例 】 １ ② ３ ４ 

１  市 民 に 広 く 負 担 を 求 め （ 増 税 な

ど）、必要な財源を確保する 
１ ２ ３ ４ 

２ 施設利用料金を引き上げ、必要な

財源を確保する 
１ ２ ３ ４ 

３ 施設サービス水準を引き下げ（開

館時間の短縮など）、コスト削減を

図り、必要な財源を確保する 

１ ２ ３ ４ 

４ 民間委託の推進など、コスト削減

を図り、必要な財源を確保する 
１ ２ ３ ４ 

５ 他の行政サービスを削減して、必

要な財源を確保する 
１ ２ ３ ４ 

６ その他の意見 

（                 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問１１】 個別の施設に対する考えについて伺います。 

①『財政的に厳しい状況にあっても優先的に予算を配分し、整備・充実

する方が良いと考える施設』 

②『財政的に厳しい状況にあってもこのまま維持していくべきと考える

施設』 

③『将来の財政負担を抑えるため、削減（廃止等）した方が良いと考え

る施設』 

は、次の一覧のうちどれですか。あてはまる番号をそれぞれ最大３つま

で選び、回答欄にその番号を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回
答
欄 

分  類 上記番号 

① 整備・充実すべき施設    

② 現状維持すべき施設    

③ 削減（廃止等）した方が良い施設    

１ 小学校  ２ 中学校  ３ 幼稚園  ４ 保育園  ５ こども園 

６ 元気な広場  ７ コミュニティセンター  ８ 各地区公民館 

９ 学習施設（若潮ホール・菜の花ホール・豊津ホール） 

10 老人福祉センター   11 運動場（市民運動場・出野尾多目的） 

12 体育館（市民体育館） 13 プール施設（温水・５０ｍ） 

14 図書館       15 博物館（館山城・博物館本館：城山公園内） 

16 “渚の駅”たてやま 17 都市公園（城山公園・中央公園など） 

18 市営住宅      19 公衆トイレ  20 市庁舎 

21 消防団施設     22 なし 



【問１２】 既存の公共施設を削減（廃止等）しなければならない時に

は、どのような施設（視点）から行うべきと思いますか。 

次の中からあなたのお考えに最も近い順に、第１位～第３位までに当て

はまる番号を選び、下の回答欄にその番号を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１３】 現在館山市内には、幼児・児童・生徒の通っている学校施

設（幼稚園・保育園・こども園・小学校・中学校）が各地区にあります。 

学校施設は、地域のコミュニティの中心となる重要な拠点ですが、少子

化により学校施設に通う子どもたちは、今後ますます少なくなると予想

されます。そこで、学校施設に関するあなたの考えにもっとも近い番号

を１つ選んで数字に○をつけてください。 

回答欄 

第１位 第２位 第３位 

   

その他 

自由意見 
 

１ 利用者が少ない（今後少なくなると予測される）施設を廃止する 

２ おおむね一部の人や団体に利用されている施設を廃止する 

３ 人口規模が同じ程度の他市と比較して、数が多い施設を廃止する 

４ 維持管理に多くの経費がかかっている施設を廃止する 

５ 建物や設備が老朽化している施設を廃止する 

６ 機能・用途が重複している施設の統合により、施設数を減らす 

７ 近隣市や国・県の施設と機能・用途が類似する施設を廃止する 

８ 民間事業者において管理運営が可能な施設は、民間に売却・譲渡 

を行い、施設数を減らす 

９ 地域の暮らしに密着した施設は、地元の組織（町内会）などに維

持管理・自主運営を任せ、施設数を減らす 



 

 

【 参考データ 】 

 

▼ 学校施設の運営及び維持管理に要する市の費用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▼ 小中学校の児童生徒数の現状及び２０年後の予測数 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校施設は地域にとって重要な施設のため、全ての施設をこのま

ま維持すべきである。        【地域活力のため維持】 

２ 少人数の学校施設の方が子どもに目が行き届くと思うので、この

まま維持すべきである。      【教育面の観点から維持】 

３ 一定数の子どもが在籍する学校施設の方が子どもの社会性や競争

原理をはぐくむことができる観点からも、小規模校については統

合を進めるべき。         【教育面の観点から統合】 

４ 学校施設の統合により、市の支出削減に繋がるため、統合を進め

るべき。             【財政面の観点から統合】 

５ その他の意見 

（                          ） 

６ わからない 

単位（人）

船

形

小

那

古

小

北

条

小

館

山

小

西

岬

小

神

戸

小

神

余

小

豊

房

小

館

野

小

九

重

小

第

一

中

第

二

中

第

三

中

房

南

中

 Ｈ２７ 全児童・生徒数 141 274 760 417 63 135 21 85 159 78 205 334 523 75

 うち１学年平均 24 46 127 70 11 23 4 14 27 13 68 111 174 25

 Ｈ４７ 全児童・生徒数 92 178 494 271 41 88 14 55 103 51 133 217 340 49

 うち１学年平均 15 30 82 45 7 15 2 9 17 9 44 72 113 16

※ 人口推計における年少人口減少率（▲35％）を、平成２７年度児童生徒数に乗じて試算　

単位（万円）

小

学
校

中

学
校

幼

稚
園

保

育
園

こ
ど

も
園

 １校当り１年間にかかる

 所要経費
1,500 2,000 2,000 6,000 6,000

※ 小中学校の教職員は、県職員のため幼稚園・保育園と比較し市の人件費負担が少なくなります



【問１４】 今後の館山市の公共施設のあり方について、ご要望・提案及び

ご意見がありましたら、以下に記述してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

【自由記述欄】 


	01 鑑文
	02 アンケート

